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[bookmark: _Toc367891482][bookmark: _Toc367893728][bookmark: _Toc368050679][bookmark: _Toc466638854]本書を理解するために
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報を掲載しています。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は任意です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、またはグループ化に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も任意です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織が他の指標に該当する場合、モジュール内の他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用されます。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の中核部分を形成するものであり、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替となる実務を表しており、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標であり、組織の活動等を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを熟読のうえ、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告可能な項目の事例など、サブ指標を正確に解釈するうえでの指針となるものです。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する場合やその指標がそれ以降の指標に影響を及ぼすかどうかについて説明しています。ロジックボックスがない場合は、指標は必ず適用されますが、他の指標に影響を及ぼすことはありません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価方法の概要を記載しています。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される個々の用語の定義を説明しています。


[bookmark: _Toc466638855][bookmark: _Toc360179415]目次
モジュールの経路	4
序文		6
背景	7
PIIFの原則 1: サービスの範囲	16
PIIFの原則 2: 顧客保護	26
PIIFの原則 3: 公正な取り扱い	30
PIIFの原則 4: 責任投資	39
PIIFの原則 5: 透明性	50
PIIFの原則 6: バランスの取れたリターン	54
PIIFの原則 7: 諸基準	58




[image: ]
Copyright © 2019 PRI Association. All Rights Reserved	33
[image: ]
Copyright © 2019  PRI Association. All Rights Reserved	38
[bookmark: _Toc367893729][bookmark: _Toc368050680][bookmark: _Toc466638856]モジュールの経路
IFD 11:  顧客保護原則の支持表明
IFD 04: 株式、債券および保証の割合
IFD 01: 使命および投資目標   
IFD 02: ガバナンス、管理体制およびプロセス
IFD 03: 社会的目標
IFD 05: マイクロファイナンスや中小企業向け融資
IFD 06: マイクロファイナンス投資の地理的分布
IFD 07: マイクロファイナンス投資先のポートフォリオの追跡
IFD 08: 与信、強制貯蓄や強制保険を超える金融サービスの支援
IFD 09: 「貧困」者層、「最貧困」者層および「低所得」者層に合ったサービス導入の支援
IFD 10: 投資先への技術的支援
IFD 12: 顧客保護原則を導入・実施する投資先に対するトレーニングおよび支援の提供
IFD 13: 投資ポリシーに顧客保護原則を盛り込む
IFD 14: 現地通貨での投資
IFD 15: 債券投資の平均的償還期間
IFD 16: 株式投資の平均的保有期間
IFD 17: 契約諸条件
IFD 18: 社会的パフォーマンス報告用ツール
IFD 19: リテール機関による独立した財務/社会的格付けや社会的パフォーマンス監査の取得・実施
IFD 20: 投資先におけるコーポレートガバナンスに関するデューディリジェンスならびにモニタリングおよび報告
自己運用の包括的金融投資の20%以上がマイクロファイナンスへの投資である場合
自己運用の包括的金融投資の20%以上がマイクロファイナンスへの投資である場合
自己運用の包括的金融投資の20%以上が債券への投資である場合 
自己運用の包括的金融投資の20%以上が株式への投資である場合
指標21-34は次頁に続きます




[bookmark: _Toc368050681][bookmark: _Toc466638857]
序文IFD 21: 投資先に対するコーポレートガバナンスに関する研修の実施または支援
IFD 22: 組織が取締役会のメンバーとなっている投資先の割合
IFD 23: 環境問題を投資決定プロセスに組み入れる手続き 
IFD 24: 腐敗防止および内部告発ポリシー
IFD 25: 使命および投資目標をステークホルダーに周知徹底する方法
IFD 26: 業界基準に沿った投資家や一般大衆への情報提供
IFD 27: 投資先における価格設定および諸条件の透明性
IFD 28: 投資先の社会的パフォーマンスが意思決定およびポートフィリオ管理にどのような影響を及ぼすか
IFD 29: 社会的パフォーマンス測定基準とリンクしたスタッフに対するインセンティブ
IFD 30: 投資先が行う業務の社会的成果に関するデータの収集
IFD 31: 社会的パフォーマンスの追跡・監視を投資先に働き掛ける
IFD 32: 組織が支援または参画している協働的イニシアチブ
IFD 33: 投資先に協働的イニシアチブへの参加を働き掛ける
IFD 34: 投資先に対し業界ベンチマークの策定に寄与するイニシアチブへの参加を働き掛ける
社会的パフォーマンス報告になんらかのツールを利用している場合
IFD 終了モジュールの確認ページ
前頁からの続き
自己運用の包括的金融投資の20%以上が株式への投資である場合

別途記載のない限り、「資産」とは包括的金融に自己運用で投資されている資産の割合のみを指します。包括的金融（インクルーシブ・ファイナンス）に自己運用・委託運用の両方で投資している場合は、自己運用分のみに基づき以下の指標について報告してください。 
自己運用投資家は組織レベルで全ての指標について報告を行う必要があります。そのためには、個々のマイクロファイナンス機関 (MFI)や運用しているマイクロファイナンス投資商品 (MIV) のデータに加え、可能な場合には、 マイクロ企業、小企業および中企業向けの投資を含めた個別投資に関するデータも集約する必要があります。

	IFD
	定義

	リテールプロバイダー/投資先
このモジュール全体にわたって、「リテールプロバイダー」または「投資先」という場合には、これらは、投資家が投資を行っているリテール機関を意味します。これらは以下のいずれかに該当します[footnoteRef:2] : [2:  これらの定義は、MIV開示ガイドラインに基づくものです。 ] 

· マイクロファイナンス機関 (MFI) - これらの機関では、低所得者世帯を対象に、マイクロ企業向けの融資等を含む、より多様性に富んだ金融サービスの提供を目指しています。MFIには、銀行、規制対象非銀行系金融機関 (NBFI)、貯蓄・貸付協同組合および非営利組織（NGO）などがあります。 
· 非特化型マイクロファイナンス・サービスプロバイダー - 例えば、商業銀行、郵貯銀行およびその他の金融機関であり、これらは、貧困・低所得者層の顧客に金融サービスを提供しているものの、柱となる事業はマイクロファイナンスではありません。
· 持株会社　これらは、マイクロファイナンス機関に融資および技術的支援を行います。持株会社は通常、投資先の株式の過半数を保有しており、一般に私募によってのみ投資が可能です。


[bookmark: _Toc466638858]改正の概要
	2020年 指標 
	改正の概要

	IFD 09 
	評価方法の表現を変更しました。

	IFD 16 
	フレームワークの既存評価方法を反映するため、コーディングを改正しました。



モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。



	
セクション

	[bookmark: _Toc368050682][bookmark: _Toc466638859]背景



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 01
	自主開示 
	説明
	一般



	IFD 01
	指標

	IFD 01.1
	あなたの組織では、包括的金融（インクルーシブ・ファイナンス）への投資について明確な使命および投資目標を設定しているかどうかを明示してください

	
	 設定している
	 設定していない

	IFD 01.2
	組織の包括的金融における使命および投資目標を記載してください。

	
	

	IFD 01.3
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 01
	説明

	ロジック

	IFD 01.2
	[IFD 01.1] において「設定している」を選択すると[IFD 01.2] が適用されます。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 02
	自主開示 
	説明
	一般



	IFD 02
	指標

	IFD 02.1
	責任投資活動およびPIIFの実施に関連して組織が整備しているガバナンス/管理体制およびプロセスについて簡潔に説明してください。

	
	

	
	 組織図を添付します (次の画像フォーマットでアップローすることができます: .jpg, .png, .bmp and .gif)。



	IFD 02
	説明

	IFD 02
	回答には、以下の項目を含めることができます: 
· 組織の取締役会の役割および責任範囲 
· 責任投資を監督する正式な機関があればその詳細 
· 当該機関は、組織内において、組織の責任投資活動を日常的に監視します
· 責任投資のパフォーマンスのレビュー方法およびレビュー頻度の詳細 
この情報には組織図を含めることができます。
この指標について戦略とガバナンス (SG) モジュールで報告している場合には、この指標は、SGで報告された情報と一部重複することになります。必要であれば、ここに、SGモジュールの指標およびそこで報告した情報を記載してください。 





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 03
	自主開示 
	説明
	一般



	IFD 03
	指標

	IFD 03.1
	組織において包括的金融に固有な社会的目標を設定しているかどうかを明示してください。  

	
	 設定している
	 設定していない

	IFD 03.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 03
	説明

	IFD 03
	社会的目標の事例については ここ を参照ください　 





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 04
	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	IFD 04
	指標

	IFD 04.1
	包括的金融に自己運用にて投資している総投資資産の内、以下の投資対象資産に投資している割合を明示してください。

	
	株式
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	債券
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	その内、劣後債券の割合

	
	
	
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	保証
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	 その他（具体的に記入してください）__________
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	合計
	100%

	IFD 04.2
	補足情報
[任意]

	
	





	IFD 04
	説明

	IFD 04
	このモジュールの対象範囲は、報告フレームワークのその他のモジュールとは異なりますのでご注意ください。ここで使われている「対象範囲」は、シンバイオティクスおよびマイクロレートのMIV調査と一致したものになっています。
株式 (MIV開示ガイドライン2.2.1.3と一致しています）: 株式投資の合計額として計算してください。株式とは、議決権が付いているか付いていないかにかかわらず、包括的金融プロバイダーの株式の購入をいいます。
債券 (MIV開示ガイドライン2.2.1.4と一致しています): 債券投資の合計額として計算してください。債券投資とは、包括的金融プロバイダーまたは、特に包括的金融への融資に利用される非特化型金融仲介会社向けのMIV融資またはそれらが発行する社債への投資（即ち、上位債、下位債、転換債および劣後債）をいいます。
劣後債務は、劣後債投資または下位債投資の合計額として計算してください。上位債務には、デフォルトが発生した際に劣後債または下位債より優先的に元利払いが行われます。これらも、また、包括的金融プロバイダーまたは、特に包括的金融への融資に利用される非特化型金融仲介会社向けのMIV融資またはそれらが発行する社債への投資を意味します。
保証 (MIV開示ガイドライン2.2.1.5と一致しています): 包括的金融プロバイダーに提供される保証の合計額として計算してください。MIV保証とは、マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの信用力を高める手段の一つとして当該サービスプロバイダーに付与される保証の金額をいいます。

	ロジック

	IFD 04
	この指標はゲートウェイ指標であり、この指標にある設問に対する回答により、このモジュールのどのセクションが該当するかが決定されます。 
組織の包括的金融投資の20%以上が債券投資 (その内の何%が劣後債かどうかは関係ありません) である場合には、指標 [14-15] が適用されます。指標 [17] にある債券オプションも適用されることになります。   
組織の包括的金融投資の20%以上が株式投資である場合には、指標 [16]および[22] が適用されます。 






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 05
	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	IFD 05
	指標

	IFD 05.1
	包括的金融に自己運用にて投資している総投資資産の内、以下の投資対象資産に投資している割合を明示してください。

	
	マイクロファイナンス
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	SME (中小企業向け) 向けファイナンス (あなたの組織におけるSMEの定義を記載してください)
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	その他（具体的に記入してください）______________
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超

	
	合計
	100%

	IFD 05.2
	補足情報
[任意]

	
	





	IFD 05
	説明

	IFD 05
	マイクロファイナンス: 貧困層および低所得者層の顧客を対象とする多種多彩な金融サービスの提供。これは、MIV開示ガイドライン2.1.2 に基づく定義です。MIV開示ガイドラインに規定されている通り、マイクロクレジット融資ポートフォリオの特徴は、融資を受ける人々（主に自営業または非正規の零細企業オーナーである低所得借主、および、場合によっては、給与所得者）であり、平均融資残高が低水準にあること（一人当たり国民総所得（GNI）の250%未満）、融資商品が多種多彩であること（例えば小規模企業、与信枠、住宅、教育、差し迫った家庭ニーズに伴う融資等）、そして、一般的には、従来型の担保には頼らない代替的融資手法であることです。 
SME: 中小企業を意味し、その従業員が6名以上かつ250名未満の企業です（この定義は、MIV開示ガイドラインに基づくものです）。PRIでは、SMEの定義は、国によって異なっており、そのため、この補足情報に該当する場合には、組織自身の定義を提示するようお勧めしています。SME向け包括的金融は、SMEへの直接投資とは対照的に、SMEに融資を行う金融機関に対して行う投資をいいます。
その他: 住宅融資の提供などを含めることができます。

	ロジック

	IFD 05
	この指標はゲートウェイ指標であり、この指標にある設問への回答次第で、このモジュールのどのセクションが該当するかが決定されます。組織の包括的金融投資の20%以上がマイクロファイナンスに自己運用にて投資されている場合には、指標 [06-08]および[11-13] が適用されます。  





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 06
	報告義務
自主開示
	説明
	一般



	IFD 06
	指標

	IFD 06.1
	あなたの組織では、自己運用にてマイクロファイナンスに投資している総資産の地理的分布を追跡しているかどうかについて明示してください。

	
	 追跡している
	 追跡していない

	IFD 06.2
	自己運用にてマイクロファイナンスに投資している総資産の地理的分布を各国・地域別のポートフォリオの割合として明示してください。

	
	西欧諸国
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	東欧諸国および中央アジア
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	北米地域
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	ラテンアメリカ諸国（中南米諸国を含む）およびカリブ海諸国
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	東アジアおよび太平洋諸国
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	南アジア諸国
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	中近東および北アフリカ諸国
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	
	サハラ以南のアフリカ諸国
	 0%
 20%未満
 20～40%
 41～60%
 61～80%
 80%超
	組織の投資先がこの地域の実働借主に融資している平均融資金額（米ドル建て）を明示してください。

	
	
	
	[image: ]
 この情報を追跡していない

	IFD 06.3
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 06
	説明

	IFD 06
	組織のポートフォリオの割合で示す地理的分布は、MIV開示ガイダンス指標2.2.3.1-6に基づいています。ここでは、分類を拡大し、西欧諸国と北米地域を含めています。
MIV開示ガイドライン3.2.3に基づき、平均融資規模とは、マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの顧客の貧困水準を示す代理的指標です。「実働借主」とは、マイクロファイナンス・サービスプロバイダーとの間で未返済融資残高を有している、または、総融資残高の一定部分の返済に主要な責任を負っている個人をいいます。単一のマイクロファイナンス・サービスプロバイダーから複数件の融資を受けている個人は、単一の借主としてカウントしてください。計算方法は次の通りです: 自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの総融資ポートフォリオ合計額を自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの実働借主の合計数で割ります 

	ロジック

	IFD 06
	組織が[05]において、総包括的金融資産の20%以上をマイクロファイナンスに自己運用にて投資していると回答すると、この指標が適用されます。 
[06.1] で「追跡している」と回答すると、[06.2] が適用されます。





	セクション

	[bookmark: _Toc368050683][bookmark: _Toc466638860]PIIFの原則 1: サービスの範囲



考えられる取り組みの例:
低所得者層が利用できる金融サービスを開発するとともに、これらの顧客が利用できるサービスの範囲を拡大する。拡大対象には、貯蓄、融資、保険、支払いサービス、送金手段および年金制度などを含めることができます。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 07
	必須 
	コア評価
	PIIF 1



	IFD 07
	指標

	IFD 07.1
	組織では、マイクロファイナンス投資先のポートフォリオに占める零細企業向け融資の割合を追跡しているかどうかを明示してください

	
	 追跡している。
	この情報を組織レベルで集計している場合には、組織のポートフォリオに占める零細企業向け融資の割合を明示してください [任意]

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、 
 80%超

	
	 追跡していない
	

	
	 該当しない (ポートフォリオには、
零細企業向け融資はない)
	

	IFD 07.2
	組織では、マイクロファイナンス投資先のポートフォリオに占める差し迫った家庭ニーズに伴う融資 (即ち、消費者ローン) の割合を追跡しているかどうかを明示してください。

	
	 追跡している。
	この情報を組織レベルで集計している場合には、組織のポートフォリオに占める差し迫った家庭ニーズに伴う融資の割合を明示してください [任意]

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、 
 80%超

	
	 追跡していない
	

	
	 該当しない (ポートフォリオには、差し迫った家庭ニーズに伴う融資はない)
	

	IFD 07.3
	組織では、投資先のポートフォリオに占める住宅ローンの割合を追跡しているかどうかを明示してください。

	
	 追跡している。
	この情報を組織レベルで集計している場合には、組織のポートフォリオに占めるその他のカテゴリの融資の割合を明示してください。 [任意]

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、 
 80%超

	
	 追跡していない
	

	
	 該当しない (ポートフォリオには、住宅ローンはない)
	

	IFD 07.4
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 07
	説明

	IFD 07
	これらのカテゴリは、全てを網羅しているわけではなく、従って、合計が必ずしも100%である必要はありません。

	IFD 07.1
	これは、MIV開示ガイドライン3.2.6.1に基づいています。零細企業向け融資とは、零細企業 (従業員数が5名以下の企業) に資金を提供するために行われる融資をいいます。計算方法は以下の通りです: （マイクロファイナンス直接投資ポートフォリオにおける）マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの零細企業向け融資専用の総融資ポートフォリオの合計額をマイクロファイナンス自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの総融資ポートフォリオ合計額で割ります。

	IFD 07.2
	これは、MIV開示ガイドライン3.2.6.2に基づいています。差し迫った家庭ニーズに伴う融資とは、主に、消費およびその他の家庭ニーズを満たす資金を提供するために行われる融資をいいます。計算方法は以下の通りです: （マイクロファイナンス自己運用投資ポートフォリオにおける）マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの差し迫った家庭ニーズに伴う融資専用の融資ポートフォリオ合計額をマイクロファイナンス自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの総融資ポートフォリオ合計額で割ります。

	ロジック

	IFD 07
	組織が[05]において、総包括的金融資産の20%以上をマイクロファイナンスに自己運用にて投資していると回答すると、この指標が適用されます。 

	評価

	IFD 07
	最大スコア: ★ 3つ  
この指標は、[07.1、07.2および07.3]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	 追跡していない
	
	

	
	該当する三つのオプションの内一つのオプションを追跡している
	
	

	
	該当する二つのオプションの内一つのオプションを追跡している、または
該当する三つのオプションの内二つのオプションを追跡している
	
	

	
	該当する全てのオプションを追跡している
	
	




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 08
	必須 
	コア評価
	PIIF 1



	IFD 08
	指標

	IFD 08.1
	組織のマイクロファイナンス・ポートフォリオにおいて、与信枠、強制貯蓄や強制保険を超える金融サービスの提供を支援しているかどうかを明示してください。

	
	 支援している
	 支援していない

	IFD 08.2
	以下のサービスの内、組織が支援しているサービスを明示してください。

	
	任意貯蓄商品

	
	組織が行っている支援の方法および支援の対象についてその事例を記載してください。
	組織のポートフォリオを構成する金融サービスプロバイダーの内、当該サービスを提供しているサービスプロバイダーの割合に関してデータを収集しているかどうかを明示してください。

	
	
	 収集している
	 収集していない

	
	
	この情報を組織レベルで集計している場合には、MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオに占める当該商品を提供しているマイクロファイナンス・プロバイダーの割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、 
 80%超

	
	任意保険商品

	
	組織が行っている支援の方法および支援の対象についてその事例を記載してください。
	組織のポートフォリオを構成する金融サービスプロバイダーの内、かかるサービスを提供しているサービスプロバイダーの割合についてデータを収集しているかどうかを明示してください。

	
	
	 収集している
	 収集していない

	
	
	この情報を組織レベルで集計している場合には、MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオに占める当該商品を提供しているマイクロファイナンス・プロバイダーの割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、 
 80%超

	
	その他の金融サービス; 具体的に説明してください________

	
	組織が行っている支援の方法および支援の対象についてその事例を記載してください。
	組織のポートフォリオを構成する金融サービスプロバイダーの内、当該サービスを提供しているサービスプロバイダーの割合に関してデータを収集しているかどうかを明示してください。

	
	
	 収集している
	 収集していない

	
	
	この情報を組織レベルで集計している場合には、MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオに占める当該商品を提供しているマイクロファイナンス・プロバイダーの割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	
	非金融サービス; 具体的に説明してください________

	
	組織が行っている支援の方法および支援の対象についてその事例を記載してください。
	組織のポートフォリオを構成する金融サービスプロバイダーの内、当該サービスを提供しているサービスプロバイダーの割合に関してデータを収集しているかどうかを明示してください。

	
	
	 収集している
	 収集していない

	
	
	この情報を組織レベルで集計している場合には、MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオに占める当該商品を提供しているマイクロファイナンス・プロバイダーの割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、 
 80%超

	IFD 08.3
	補足情報
[任意]

	
	






	IFD 08
	説明

	IFD 08.1
	PRIでは、国・地域によっては、マイクロファイナンス・サービスプロバイダーが貯蓄商品やその他金融サービス商品の提供を行うことを認めていないところがあることを認識しています。こうした状況が組織自身のポートフォリオに当てはまるかどうかを下のボックスに明示してください。希望される場合には、「していない」と回答したことについて詳しく説明することができます。
これらのカテゴリにおける包括的金融ポートフォリオの提供の割合は、次のように計算することができます: MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオを構成する当該商品を提供しているマイクロファイナンス・プロバイダーの数をMIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオを構成するマイクロファイナンス・プロバイダーの総数で割ります。
貯蓄商品の指標は、MIV開示ガイドライン3.2.7.1およびMIXマーケットMFIデータ提出フォームに基づいています。 
マイクロ貯蓄商品とは、主に、1) 当座/小切手口座 - 口座保有者が預金している資金を担保に小切手を振り出すことができる口座; 2) 貯蓄口座 - お金を預金し長い期間をかけて利息を得るために使用する口座; 3) 定期預金 - 預金時に指定した日付より以前に引き出しができない預金; 並びに 4) 特定目的貯蓄口座 - 個人が特定の目的のためにお金を蓄積するとともに、預金口座から利息を受け取る預金口座等をいいます。既存または将来の融資の条件の一つとして要求される貯蓄はこれには含まれません。
保険の指標は、MIV開示ガイドライン3.2.7.2およびMIXマーケットMFIデータ提出フォームに基づいています。 
マイクロ保険とは、主に、以下の四つの商品をいいます: 1) 信用生命保険 - 融資残高に対し、借主を被保険者とする生命保険です。被保険者が死亡すると、融資残高に相当する保険金額が支払われます; 2) 生命保険 - 被保険者が死亡した際には指定受取人に対し、または、被保険者が一定の年齢を超えて生存している場合には被保険者に対し所定の金額の支払いを保証する保険です; 3) 家屋保険 -  保険加入者の住宅、家具等に発生した損失、使用不能損失、または、その他住宅所有者の個人財産の損失を保障する財産保険;  4) 家畜・作物保険 - 作物の損失または損害を保障するおよび家庭用または利益目的で、特に、農場で飼育された家畜の損失を保障する保険。既存または将来の融資の条件の一つとして要求される保険はこれには含まれません。
その他の金融サービス指標は、MIV開示ガイドライン3.2.7.3に基づいています。その他の金融サービスとは、マイクロ年金、デビット/クレジット・カード、送金/振替および小切手支払い等をいいます。
非金融サービス指標は、MIV開示ガイドライン3.2.8 に基づいています。非金融サービスとは、企業向けサービス、成人教育、医療サービス、農業拡大・研修および女性の社会的地位向上などをいいます。

	ロジック

	IFD 08
	組織が[05]において、総包括的金融資産の20%以上をマイクロファイナンスに自己運用にて投資していると回答すると、この指標が適用されます。
[08.1]で「している」と回答すると、[08.2]が適用されます。

	評価

	IFD 08
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[08.1および08.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「いいえ、組織では、与信枠、強制貯蓄や強制保険を超える金融サービスの提供を支援していません」
	
	

	
	「はい、組織では、与信枠、強制貯蓄や強制保険を超える金融サービスの提供を支援していますが、データは収集していません」
	
	

	
	「はい、組織では、与信枠、強制貯蓄や強制保険を超える金融サービスの提供を支援しており、かつ、少なくとも、一つのオプションについてデータを収集しています」
	
	



考えられる取り組みの例	

低所得者層の顧客ニーズに合った革新的な商品を導入するようプロバイダーに働き掛ける。
サービス提供の範囲をより遠隔地およびより弱い立場にある層に拡大するようプロバイダーに働き掛ける。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 09
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 1


				
	IFD 09
	指標

	IFD 09.1
	組織では、以下の顧客グループに合ったサービスの導入を支援しているかどうかを明示してください。

	
	最貧困層 
	 支援している
	 支援していない

	
	
	かかるサービスの導入についてどのように支援しているかを説明してください。

	
	
	

	
	
	これらの顧客を支援していることが分かっている投資資産の割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 組織では、投資先レベルで追跡しているが、この情報を集計していない。
 組織では、投資先レベルで追跡していない。

	
	貧困層
	 支援している
	 支援していない

	
	
	かかるサービスの導入についてどのように支援しているかを説明してください。

	
	
	

	
	
	これらの顧客を支援していることが分かっている投資資産の割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 組織では、投資先レベルで追跡しているが、この情報を集計していない。
 組織では、投資先レベルで追跡していない。

	
	低所得者層
	 支援している
	 支援していない

	
	
	かかるサービスの導入についてどのように支援しているかを説明してください。

	
	
	

	
	
	これらの顧客を支援していることが分かっている投資資産の割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 組織では、投資先レベルで追跡しているが、この情報を集計していない。
 組織では、投資先レベルで追跡していない。

	
	その他
（具体的に記入してください）_________
	 支援している
	 支援していない

	
	
	かかるサービスの導入についてどのように支援しているかを説明してください。

	
	
	

	
	
	これらの顧客を支援していることが分かっている投資資産の割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 組織では、投資先レベルで追跡しているが、この情報を集計していない。
 組織では、投資先レベルで追跡していない。

	IFD 09.2
	組織では、以下のカテゴリに該当する実働顧客の割合または顧客数に関するデータを収集しているかどうかを明示してください。

	
	農村地域・地方の顧客
	 収集している
	 収集していない

	
	
	地方の顧客が組織の自己運用投資ポートフォリオに占める割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	
	都市の顧客
	 収集している
	 収集していない

	
	
	都市の顧客が組織の自己運用投資ポートフォリオに占める割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	
	女性顧客
	 収集している
	 収集していない

	
	
	女性顧客が組織の自己運用投資ポートフォリオに占める割合を明示してください。

	
	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	IFD 09.3
	補足情報 
[任意]

	
	








	IFD 09
	説明

	IFD 09
	こうしたサービスの導入を支援する方法は様々です。例えば、これらサービスの開発においてリテールプロバイダーを支援するためのインセンティブの提供または技術的支援の提供などがあります。
農村地域/地方の指標は、MIV開示ガイドライン3.2.4.1に基づいています。農村地域/地方とは、生活のほとんどが農業を基盤としている村落および部落などの町や都市から離れた居住地域をいいます。「農業」には、農作物だけでなく農作物以外の農業、例えば、家畜や漁業などを含みます。
計算方法は以下の通りです: MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの農村地域の顧客の総数をMIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの実働顧客の総数で割ります
都市の顧客に係る指標は、MIV開示ガイドライン3.2.4.2に基づいています。都市地域とは、周辺地域と比較して人口密度が高い都市または町で構成される地域であり、大多数の住民は、主要な経済活動として農業に依存していない。
計算方法は以下の通りです: MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの都市の顧客の総数をMIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの実働顧客の総数で割ります
ジェンダーに係る指標は、MIV開示ガイドライン3.2.5.1に基づいています。全ての実働借主に占める女性借主の割合
計算方法は以下の通りです: MIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの女性借主の総数をMIVまたは組織の自己運用投資ポートフォリオにおける各マイクロファイナンス・サービスプロバイダーの男性および女性の実働借主の総数で割ります

	評価

	IFD 09
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[09.1および09.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	すべて「していない」
	
	

	
	(IFD 09.1に) 列記されている顧客層の少なくとも一つに向けたサービスの導入を支援している、または
(IFD 09.2に記載されている) 農村地域、都市地域または女性のいずれかの顧客の割合を収集している
	
	

	
	列記されている顧客層の少なくとも一つに向けたサービスの導入を支援している、かつ、 農村地域、都市地域または女性のいずれかの顧客の割合を収集している
または
列記されている顧客層の少なくとも一つに向けたサービスの導入を支援している、かつ、少なくとも一つのサービスについてその割合を明示している
	
	

	
	列記されている顧客層の少なくとも一つに向けたサービスの導入を支援している、かつ、少なくとも一つのサービスについてその割合を明示している、かつ
農村地域、都市地域または女性のいずれかの顧客の割合を収集している
	
	



	IFD 09
	定義

	最貧困層
	 インパクト報告および投資基準（Impact Reporting & Investment Standards (IRIS)）の定義: 「最貧困層とは、一般的に認識されている絶対的かつ極度の貧困水準以下の生活をしている人々をいいます。一般的に認識されている極度の貧困水準には、(1) 各国政府が設定している法定貧困水準以下で生活している人々の下位50%にあたる人々、(2) 一日当たり1.00米ドル未満で生活している人々（厳密に言えば、1993年の購買力平価（PPP）で一人当たり一日1．08米ドルまたは2005年のPPPで一日当たり1.25米ドル未満で生活している人々）、または、(3) USAIDの最貧困水準などがあり、国により異なっています。貧困水準および購買力平価に関する最新情報については、次のウェブサイトをご覧ください: www.povertytools.org.

	貧困層
	インパクト報告および投資基準（Impact Reporting & Investment Standards (IRIS)）の定義: 「貧困層とは、一般的に認識されている貧困水準以下の生活をしている人々をいいます。一般的に認識されている貧困水準には、(1) 各国政府が設定している法定貧困水準以下で生活している人々、または、(2) 1993年の購買力平価で一人当たり一日2.00米ドル米ドル未満で生活している人々などがあります。  貧困水準および購買力平価に関する最新情報については、次のウェブサイトをご覧ください: www.povertytools.org.

	低所得者層
	インパクト報告および投資基準（Impact Reporting & Investment Standards (IRIS)）の定義: 「低所得者層の人々とは、貧困水準以上だが国民平均所得以下での生活をしている人々をいいます。」貧困水準および購買力平価に関する最新情報については、次のウェブサイトをご覧ください: www.povertytools.org.




考えられる取り組みの事例

リテールプロバイダーを支援する。.

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 10
	自主開示 
	説明
	PIIF 1



	IFD 10
	指標

	IFD 10.1
	あなたの組織が投資先に技術的な支援を行っているかどうかを明示してください。

	
	 行っている
	 行っていない

	IFD 10.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 10
	説明

	IFD 10.1
	IFD 10.1は、MIV開示ガイドライン1.3.9 に準じています。技術的支援は直接でも第三者経由でも構いません。

	IFD 10.2
	報告年度中に提供した技術的支援の種類や割り当てたリソースの範囲・規模について具体的に記載したい方はこの欄を利用してください。






	セクション

	[bookmark: _Toc368050684][bookmark: _Toc466638861]PIIFの原則 2: 顧客保護 



考えられる取り組みの事例 

顧客保護原則 (CPP) を支持する旨を公表する。 

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 11
	必須 
	コア評価
	PIIF 2



	IFD 11
	指標

	IFD 11.1
	あなたの組織では、顧客保護原則を支持する旨を公表しているかどうかを明示してください。 

	
	 公表している
	 公表していない

	IFD 11.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 11
	説明

	IFD 11.1
	IFD 11.1は、MIV開示ガイドライン3.2.10.1 に準じています。顧客保護原則は、スマート・キャンペーン (Smart Campaign) の一環として策定されているものであり、低所得者層の顧客が公正に取り扱われ、かつ、有害な金融商品から適切に保護されることを目的に投資家に働き掛けを行うマイクロファイナンス業界全体の取り組みの一つです: http://www.smartcampaign.org/.

	ロジック

	IFD 11
	組織が[05]において、総包括的金融資産の20%以上をマイクロファイナンスに自己運用にて投資していると回答すると、この指標が適用されます。

	評価

	IFD 11
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[11.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「公表していない」
	
	

	
	「公表している」
	
	




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 12
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 2



	IFD 12
	指標

	IFD 12.1
	あなたの組織では、顧客保護原則やその他の顧客保護基準の導入に関して投資先に研修を実施したり支援を行っているかどうかを明示してください。 

	
	 行っている
	 行っていない

	IFD 12.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 12
	説明

	IFD 12.1
	研修または支援は、直接でも提携企業経由でも構いません。数値で表す場合には、報告期間中に実施した研修の回数、および期間さらにはそれらに参加した人々の数などを記載してください。また、支援には、共同融資/支援を行った評価・審査、または証明書の数を含めることもできます。  

	ロジック

	IFD 12
	組織が[05]において、総包括的金融資産の20%以上をマイクロファイナンスに自己運用にて投資していると回答すると、この指標が適用されます。

	評価

	IFD 12
	最大スコア: ★ 3つ 
この指標は、[12.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「行っていない」
	
	

	
	「行っている」
	
	




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 13
	必須 
	コア評価
	PIIF 2



	IFD 13
	指標

	IFD 13.1
	あなたの組織では、顧客保護原則やその他の顧客保護基準を投資ポリシーに組み入れているかどうかを明示してください。

	
	 組み入れている
	 組み入れていない

	IFD 13.2
	これが体系的に適用されているかどうかを明示してください。

	
	デューディリジェンスの段階において

	
	 適用されている
	 適用されていない

	
	金銭貸借契約書や融資契約書あるいは株主間契約書の契約条項において

	
	 適用されている
	 適用されていない

	IFD 13.3
	組織では、顧客保護証明書の申請を投資先に働き掛けているかどうかを明示してください。
[任意]

	
	 働き掛けている
	 働き掛けていない

	IFD 13.4
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 13
	説明

	IFD 13.1および13.2
	IFD 13.1および13.2は、MIV開示ガイドライン3.2.10.2 に基づいています。 

	IFD 13.3
	顧客保護認定とは、金融機関における顧客の取り扱いを評価するものであり、顧客への配慮が行き届いており基準を十分満たしている金融機関を公に認定する独立した第三者の評価制度をいいます。この証明書を取得することにより、金融機関は、マイクロファイナンス業界の顧客保護原則を遵守していることを明示することができます。こうした活動は、顧客を良識をもって透明性を高く維持しつつ丁重に取扱うことを目指す実務の奨励にもつながり、マイクロファイナンス業界の一層の安定化に寄与しています。投資先が顧客保護認定書を申請するよう投資先に働き掛ける方法には、認定書の取得を条件とする融資（例えば、認定されると融資が受けられる、または、認定書を取得する期間を設定するなど） 等を含めることができます。http://smartcampaign.org/certification

	ロジック

	IFD 13
	組織が[05]において、総包括的金融資産の20%以上をマイクロファイナンスに自己運用にて投資していると回答すると、この指標が適用されます。 
[13.1] で「組み入れている」と回答すると、[13.2]および[13.3] が適用されます。

	評価

	IFD 13
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[13.1、13.2および13.3]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法


	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「いいえ、組織では、CPPやその他の顧客保護基準を投資ポリシーに組み入れていない」
	
	

	
	「はい、組織では、CPPやその他の顧客保護基準を投資ポリシーに組み入れている」
	
	

	
	「はい、組織では、CPPやその他の顧客保護基準を投資ポリシーに組み入れるとともに、デューディリジェンスの段階または金銭貸借契約書や融資契約書あるいは株主間契約書の契約条項のいずれかにおいて、これらの原則等を体系的に適用している」
	
	

	
	「はい、組織では、CPPやその他の顧客保護基準を投資ポリシーに組み入れるとともに、デューディリジェンスの段階および金銭貸借契約書や融資契約書あるいは株主間契約書の契約条項の両方において、これらの原則等を体系的に適用している」
	
	





	セクション

	[bookmark: _Toc368050685][bookmark: _Toc466638862]PIIFの原則 3: 公正な取り扱い 



考えられる取り組みの例:
適切な通貨および趣旨で融資を行う。 

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 14
	必須 
	コア評価
	PIIF 3



	IFD 14
	指標

	IFD 14.1
	組織の自己運用債券投資ポートフォリオとの関連において、組織が現地通貨で投資を行っているかどうかを明示してください。

	
	 行っている
	 行っていない

	IFD 14.2
	組織の自己運用債券投資ポートフィリオの内、投資先の現地通貨で投資を行っている債券の割合を明示してください。 

	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	IFD 14.3
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 14
	説明

	IFD 14
	この指標は、組織が債券を自己運用している場合にのみ適用されます。

	IFD 14.2
	IFD 14.2は、MIV開示ガイドライン2.2.2.7に基づいています。

	IFD 14.3
	例えば、組織が外貨での融資を行っていない場合であっても、どのような措置を講じて投資先での外国為替レート管理を支援しているかどうかなどについて記載することもできます。

	ロジック

	IFD 14
	組織が、[04]において、包括的金融資産の20%以上を債券に投資していると回答すると、この指標が適用されます。 
この指標内で、[14.1]で「行っている」と回答すると、[14.2]が適用されます。 

	評価

	IFD 14
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[14.1および14.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法


	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「行っていない」または20%以下
	
	

	
	21～40%
	
	

	
	41～60%
	
	

	
	60%超
	
	




考えられる取り組みの例:
適切な通貨および趣旨で融資を行う。 
多様な資金調達基盤の構築を積極的に支援する。 

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 15
	必須 
	説明
	PIIF 3



	IFD 15
	指標

	IFD 15.1
	あなたの組織の自己運用債券投資ポートフォリオに関連して、以下に記載する特定の（投資時点からの）償還期間を有する債券ポートフォリオの割合を明示してください:　

	
	 12ヶ月以下
	割合を明示してください。 
 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	
	 13ヶ月から24ヶ月
	割合を明示してください。 
 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	
	 25ヶ月から60ヶ月
	割合を明示してください。
 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	
	 60ヶ月超
	割合を明示してください。
 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超

	IFD 15.2
	組織では、投資先の債券投資の最大エクスポージャについて一定の限度を設定しているかどうかを明示してください。
[任意]

	
	 設定している
	 設定していない

	IFD 15.3
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 15
	説明

	IFD 15
	この指標は、組織が債券を自己運用している場合にのみ適用されます。

	IFD 15.2
	ここで言う限度とは、回答者が設定している各投資先の債券総額に占める一回毎の債券投資の割合の上限をいいます。

	ロジック

	IFD 15
	組織が、[04]において、総包括的金融資産の20%以上を債券に投資していると回答すると、この指標が適用されます。




考えられる取り組みの例:
適切な通貨および趣旨で融資を行う。 
多様な資金調達基盤の構築を積極的に支援する。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 16
	必須 
	コア評価
	PIIF 3



	IFD 16
	指標

	IFD 16.1
	（IFD 04で回答した様に）あなたの組織が自己運用している株式投資ポートフォリオに関連して、株式投資の平均的な保有期間を明示してください。

	
	 12ヶ月以下
 13ヶ月から24ヶ月
 25ヶ月から60ヶ月
 60ヶ月超

	IFD 16.2
	組織では、責任あるエグジット・アプローチに関連して、特定のポリシーまたは手続きを設定しているかどうかを明示してください

	
	 設定している
	 設定していない

	IFD 16.3
	組織では、責任あるエグジット・アプローチに関連して、ポリシーまたは手続きを公表しているかどうかを明示してください。URLを記載してください。
[任意]

	
	

	IFD 16.4
	組織では、株式投資に関連して、株主資本利益率（ROE）の目標または上限に係る具体的なポリシーまたは手続きを設定しているかどうかを明示してください。

	
	 設定している
	 設定していない

	IFD 16.5
	組織では、株式投資に関連して、株主資本利益率（ROE）の目標または上限に係る具体的なポリシーまたは手続きを公表しているかどうかを明示してください。URLを記載してください。
[任意]

	
	

	IFD 16.6
	株主資本利益率（ROE）の目標を明示してください。該当する場合には、ファンド毎にそれぞれの目標を記載してください。
[任意]

	
	

	IFD 16.7
	組織では、投資対象となる投資先の株式投資の最大エクスポージャについて一定の限度を設定しているかどうかを明示してください。

	
	 設定している
	 設定していない

	IFD 16.8
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 16
	説明

	IFD 16
	この指標は、組織が自己運用で株式に投資している場合にのみ適用されます。

	IFD 16.4および16.6
	これは、ファンド・レベルにおける目標または上限をいい、個々の投資に適用されるものではなく、組織に適用される目標または上限です。合同運用ファンドの場合には、ファンドが、株式に50%超投資している場合、この指標が適用されます。

	IFD 16.7
	これは、回答者が設定している投資先の自己資本総額に占める一回毎の株式投資の割合の上限をいいます。

	ロジック

	IFD 16
	組織が[04]において、包括的金融資産の20%以上を株式に投資していると回答すると、この指標が適用されます。 
この指標内において、[16.2] で「設定している」と回答すると、[16.3] が適用され、また、[16.4] において「設定している」と回答すると、[16.5] が適用されます。

	評価

	IFD 16
	最大スコア: 3つ
この指標は、[16.2]および[16.4]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	エグジットおよび（ROE）目標のいずれにも特定のポリシーまたは手続きを設定していない
	
	

	
	エグジットまたは（ROE）目標のいずれかについて特定のポリシーまたは手続きを設定している
	
	

	
	エグジットおよび（ROE）目標の両方について特定のポリシーまたは手続きを設定している
	
	

	
	エグジットおよび（ROE）目標の両方について特定のポリシーまたは手続きを設定しており、かつ、少なくともどちらかを公表している
	
	







考えられる取り組みの例:
公正契約解除条項を含む契約諸条件を透明性を持って、公正かつ合理的に交渉を行う。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 17
	必須 
	コア評価
	PIIF 3



	IFD 17
	指標

	IFD 17.1
	あなたの組織が以下の実務慣行を採用しているかどうかを明示してください

	
	 債券投資については: 「Lenders’ Guidelines for Setting Covenants in Support of Responsible Microfinance（責任あるマイクロファイナンスを支援する契約条項を設定するための貸し手側のガイドライン）」を見本または参考文献として利用している
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。

	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 融資/株主契約に署名する前に、投資先が契約条件、条項およびその意味するところを適切に理解するよう万全を図っている。
	組織が設定しているプロセスを記載してください。
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。

	
	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 契約条項の違反といった問題が発生した場合には、それらの問題について率直に話し合うことで、投資先との間で信頼関係を醸成するとともに、前向きな対話を心掛けている。
	組織が設定しているプロセスを記載してください。
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。

	
	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 重大な条項違反が発生した場合には、投資先が可能な限り、継続企業体であり続けるよう支援することを目標に、適切な場合には、自主的なワーキンググループを立ち上げている/ワーキンググループに参加している。
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。 

	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 債券投資については、組織のスタッフを対象に、効果的なモニタリングおよび債務返済猶予交渉に関する研修を実施し悪化する状況に適切に対応できるようにするとともに、不良債権化しつつある融資契約を、当初の融資担当スタッフから紛争解決を担当する専門スタッフに移している。
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。

	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 投資先に対して、財務予測、シナリオ策定およびストレス・テストに関する経営陣のスキル向上ならびに金融専門知識向上およびガバナンスに関する取締役陣のスキル向上を促している。
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。

	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 その他; 説明してください _______
	これらの実務慣行が、ポリシー文書および手続書の作成を通じて、明文化されているかどうかを明示してください。

	
	
	 明文化されている
	 明文化されていない

	
	 上記のいずれでもない

	IFD 17.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 17
	説明

	IFD 17
	The Lenders’ Guidelines for Setting Covenants in Support of Responsible Microfinance では、債券投資家向けに具体的かつ妥当な条項、即ち、MFI投資先が最終顧客を害することのないような「責任ある融資」行動を採用することに寄与する条項についての手引きを提供しています。　

	IFD 17.1
	組織が自己運用で債券に投資している場合のみ、次の二つのオプション、「Lenders’ Guidelines for Setting Covenants in Support of Responsible Microfinance（責任あるマイクロファイナンスを支援する契約条項を設定するための貸し手側のガイドライン）を見本または参考文献として利用している」、および「組織のスタッフを対象に効果的なモニタリングおよび債務返済猶予交渉に関する研修を実施し悪化する状況に適切に対応できるようにするとともに、不良債権化しつつある融資契約を当初の融資担当スタッフから紛争解決を担当する専門スタッフに移している」、が適用されます。

	ロジック

	IFD 17
	組織が、[04]において、包括的金融資産の20%以上を債券に投資していると回答すると、以下のオプションが適用されます。 
· 債券投資については、「Lenders’ Guidelines for Setting Covenants in Support of Responsible Microfinance（責任あるマイクロファイナンスを支援する契約条項を設定するための貸し手側のガイドライン）」を見本または参考文献として利用している
· 債券投資については、組織のスタッフを対象に効果的なモニタリングおよび債務返済猶予交渉に関する研修を実施し悪化する状況に適切に対応できるようにするとともに、不良債権化しつつある融資契約を当初の融資担当スタッフから紛争解決を担当する専門スタッフに移している。

	評価

	IFD 17
	最大スコア: 3つ 　この指標は、[17.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法


	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「上記のいずれでもない」
	
	

	
	「採用している」を一つ選択
	
	

	
	「採用している」を二つ選択
	
	

	
	「採用している」を三つ以上選択
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考えられる取り組みの例:
ソーシャル・パフォーマンス・タスクフォース基準およびツールを活用して、社会的パフォーマンスを測定し報告する。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 18
	必須 
	説明
	PIIF 4



	IFD 18
	指標

	IFD 18.1
	あなたの組織では、社会的パフォーマンス報告について以下のツールを利用しているかどうかを明示してください。

	
	外部で開発されたツール 

	
	デューディリジェンスの段階において

	
	 利用している
	 利用していない
	 組織では、社会的パフォーマンスを追跡していない

	
	モニタリングおよび報告目的で

	
	 利用している
	 利用していない
	 組織では、社会的パフォーマンスを追跡していない

	
	採用しているアプローチおよび利用頻度について記載してください。[任意]

	
	

	
	外部で開発されたツールに基づく社内ツール

	
	デューディリジェンスの段階において

	
	 利用している
	 利用していない
	 組織では、社会的パフォーマンスを追跡していない

	
	モニタリングおよび報告目的で

	
	 利用している
	 利用していない
	 組織では、社会的パフォーマンスを追跡していない

	
	採用しているアプローチおよび利用頻度について記載してください。[任意]

	
	

	
	社内のみで開発されたツール

	
	デューディリジェンスの段階において

	
	 利用している
	 利用していない
	 組織では、社会的パフォーマンスを追跡していない

	
	モニタリングおよび報告目的で

	
	 利用している
	 利用していない
	 組織では、社会的パフォーマンスを追跡していない

	
	採用しているアプローチおよび利用頻度について記載してください。
 [任意]

	
	

	IFD 18.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 18
	説明

	IFD 18
	社会的パフォーマンスとは、一般的に認められている社会的価値に沿って、機関の使命が効果的に実務につながることを意味します（SPTFの定義）。これは、即ち、組織の社会的使命を現実化するということです。これには、大勢の貧しく社会から排除されている人々にサービスを提供すること、 金融サービスの質と適切性を高めること、 顧客に便益をもたらすこと、 そしてMFIの社会的責任を向上させることなどを含めることができます。
外部で開発されたツール: ダブルボトムライン（財務的評価と社会的評価の両方）を追求する全てのマイクロファイナンス機関に適用される一連の管理基準である Universal Standards for Social Performance Management（社会的パフォーマンス管理に係る普遍的基準）を参照ください。  

	ロジック

	IFD 18
	この指標にあるいずれかのツール（社内、外部で開発されたツール）を利用していると回答すると、指標 [28-31] が適用されます。 




	

	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 19
	必須 
	説明
	PIIF 4



	IFD 19
	指標

	IFD 19.1
	あなたの組織では、投資先のリテール機関に、独立した財務格付けを取得することを義務付けているかどうかを明示してください。

	
	 常に義務付けている
 大部分のケースで義務付けている
 一部のケースで義務付けている
 義務付けていない

	IFD 19.2
	組織では、投資先のリテール機関に、独立した社会的格付けを取得することを義務付けているかどうかを明示してください。

	
	 常に義務付けている
 大部分のケースで義務付けている
 一部のケースで義務付けている
 義務付けていない

	IFD 19.3
	組織では、投資先のリテール機関に、独立した社会的パフォーマンス監査を受けることを義務付けているかどうかを明示してください。

	
	 義務付けている
	 義務付けていない

	IFD 19.4
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 19
	説明

	IFD 19
	独立した監査および格付けの利用は、財務アカウンティングに追加して行うものです。
財務格付け
財務パフォーマンス格付けでは、MFIの信用力のみならず、マイクロファイナンスにおける信頼度と卓越性についても評価しています。これらでは、信用格付けの特性のみならずより深度のある分析を組み入れて、小規模起業家に高品質の融資を行う際の各機関の有効性を評価しています。財務パフォーマンス格付けとは、一般的に、MFIのグローバル・パフォーマンス（強みと弱み）の統合評価を意味します。格付け機関各自の基準に従って、MFIのパフォーマンスに一定の格付けまたはグレードが付与されます。マイクロファイナンス機関格付け（MIR）は、マイクロファイナンス専門の格付け機関四社が行っており、四社いずれも、顧客保護指標を組み入れて評価を行っています。格付けおよびプロバイダーに関する詳細については、www.ratinginitiative.org を参照ください。 
社会的パフォーマンス監査/格付け 
社会的パフォーマンス監査/格付けとは、MFIの社会的パフォーマンスに関する独立した評価をいいます。社会的パフォーマンス監査/格付けでは、社会的リスク（社会的使命を達成できないリスク）および社会的パフォーマンス（社会的価値への貢献可能性）の両方を評価しています。監査と格付けの主な違いは、格付けには、格付け機関自身の基準に従って、一定の格付けまたはグレードが付与されるという点です。格付けおよびプロバイダーに関する詳細については、www.ratinginitiative.orgを参照ください。


考えられる取り組みの例:
コーポレートガバナンス上の問題が発生した場合に参照することができる適切な参考文献の策定を支援する。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 20
	必須 
	コア評価
	PIIF 4



	IFD 20
	指標

	IFD 20.1
	投資先におけるコーポレートガバナンスに関するデューディリジェンスならびにモニタリングおよび報告に関連して、あなたの組織では以下の項目について評価を行っているかどうかを明示してください。

	
	取締役会および経営委員会のメンバーの報酬（即ち、その透明性、ベンチマークとなる基準の利用） 

	
	投資前

	
	 行っている
	 行っていない
	 包括的金融におけるすべての投資について行っていない

	
	投資後

	
	 行っている
	 行っていない
	 包括的金融におけるすべての投資について行っていない

	
	組織として特に注目する項目、および投資後については、評価の頻度を記載してください。[任意]

	
	

	
	取締役会の構成（即ち、経験の広さ・深さ、顧客を効果的に代表する人物、多様性） 

	
	投資前 

	
	 行っている
	 行っていない
	 包括的金融におけるすべての投資について行っていない

	
	投資後

	
	 行っている
	 行っていない
	 包括的金融におけるすべての投資について行っていない

	
	組織として特に注目する項目、および投資後については、評価の頻度を記載してください。[任意]

	
	

	
	取締役会では、経営陣から社会的パフォーマンス関連情報を受領し、それらを分析のうえ取締役会の意思決定に役立てているかどうか

	
	投資前

	
	 役立てている
	 役立てていない
	 包括的金融におけるすべての投資について行っていない

	
	投資後

	
	 役立てている
	 役立てていない
	 包括的金融におけるすべての投資について行っていない

	
	組織として特に注目する項目、および投資後については、評価の頻度を記載してください。[任意]

	
	

	IFD 20.2
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 20
	説明

	IFD 20
	包括的金融におけるすべての投資について行っていない: これらのプロセスの中には、組織の投資対象となるマイクロファイナンス業界以外の業界の事業体、例えば、銀行や持株会社には異なる場合があります。その場合には、これはIFD 20.2におけるケースであることを明示してください。

	評価

	IFD 20
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[20.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	すべて「行っていない」
	
	

	
	投資前または投資後のいずれかにおいて、「行っている」の回答が三つ未満、または
投資前または投資後のいずれかにおいて、「包括的金融におけるすべての投資について行ってはいない」の回答が五つ未満
	
	

	
	投資前または投資後のいずれかにおいて、「行っている」の回答が三つから四つ、または
投資前または投資後のいずれかにおいて、「包括的金融におけるすべての投資について行ってはいない」の回答が五つ以上
	
	

	
	投資前または投資後のいずれかにおいて、「行っている」の回答が五つ以上
	
	





考えられる取り組みの例:
コーポレートガバナンス上の問題が発生した場合に参照することができる適切な参考文献の策定を支援する。 

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 21
	自主開示 
	説明
	PIIF 4



	IFD 21
	指標

	IFD 21.1
	あなたの組織では、投資先に対し、コーポレートガバナンスについて研修または支援を行っているかどうかを明示してください。

	
	 行っている
	 行っていない

	IFD 21.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 21
	説明

	IFD 21.1
	IFD 21.1は、取締役会のポジションの確保やガバナンス制度への参画に加えて行う支援に関するものです。研修または支援は、直接でも第三者経由でも構いません。

	IFD 21.2
	IFD 21.2: 研修または支援は、直接でも第三者経由でも構いません。数値で表す場合には、報告期間中に実施した研修日数、および期間さらにはそれらに参加した人々の数などを記載してください。報告期間中に研修または支援を行っている場合には、可能であれば、その具体的内容を数値で示すとともに、組織のポリシーが債券投資と株式投資とで異なるのかどうか、および異なる場合にはどのように異なるのかを具体的に示してください。




考えられる取り組みの例:
コーポレートガバナンス上の問題が発生した場合に参照することができる適切な参考文献の策定を支援する。 

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 22
	自主開示 
	説明
	PIIF 4



	IFD 22
	指標

	IFD 22.1
	あなたの組織の自己運用株式ポートフォリオ（IFD 04で報告している通り）に関連して、組織が取締役会にメンバーを送り込んでいる、または取締役会のメンバーを選定している投資先の割合を明示してください。

	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 この情報を追跡していない

	IFD 22.2
	組織が取締役会に参加する頻度を明示してください。   

	
	 月一回以上
 四半期毎
 半年に一回
 毎年
  2年に一回以下
 必要に応じ不定期で
 この情報を追跡していない

	IFD 22.3
	取締役会にメンバーを送り込んでいない株式投資先に対しては、組織では、どのように影響を及ぼしているか、または、影響力を維持しているかを記載してください。

	
	

	IFD 22.4
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 22
	説明

	IFD 22.1
	この指標は、組織が自己運用で株式に投資している場合にのみ適用されます。

	ロジック

	IFD 22
	組織が[04]において、包括的金融資産の20%以上を株式に投資していると回答すると、この指標が適用されます。 
この指標内で、[22.1]で「20%以上」と回答すると、[22.2]が適用されます。





考えられる取り組みの例:
環境上の問題が発生した場合に参考にすることができる適切な参照文献の策定を支援する。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 23
	必須 
	コア評価
	PIIF 4


	
	IFD 23
	指標

	IFD 23.1
	組織では、一定の手続きを設定し、環境問題の考慮・検討を投資決定プロセスに織り込んでいるかどうかを明示してください。

	
	 はい
すべての包括的金融投資について織り込んでいる
大部分の包括的金融投資について織り込んでいる 
一部の包括的金融投資について織り込んでいる
 織り込んでいない

	IFD 23.2
	環境問題の考慮・検討を投資決定プロセスに織り込む手続きがどのように投資前の意思決定に影響を及ぼしているかを明示してください。
[任意]

	
	

	IFD 23.3
	環境問題の考慮・検討を投資決定プロセスに織り込む手続きがどのように投資後の意思決定に影響を及ぼしているかを明示してください。
[任意]

	
	

	IFD 23.4
	組織では、投資先に対して、一定の環境除外リストを遵守するよう求めているかどうかを明示してください。

	
	 はい、すべての投資先に求めている
 はい、大部分の投資先に求めている
 はい、一部の投資先に求めている
 求めていない

	IFD 23.5
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 23
	説明

	IFD 23.1
	IFD 23.1は、MIV開示ガイドライン3.1.3 に基づいています。包括的金融投資に関連する一般的な環境上の問題には、公害（廃棄物、水、空気）、化学薬品および農薬の使用、エネルギーの使用および森林の破壊（レンガ焼き、木炭製造および木材の伐採）などがあります。詳細情報および手引きについて、FMOでは、主に、MFIおよびSME銀行を対象に、MFIおよびSMEサスティナビリティおよびガイダンス・ツールを作成しています。これらのツールでは、E&S評価およびガイダンスに沿ったフォローアップ・プロセスの導入方法について説明しています。

	IFD 23.4
	IFD 23.4は、MIV開示ガイドライン3.1.2 に基づいています。環境除外リストとは、一連の最低環境基準/実務や、環境を悪化させるリスクがあるために投資先の融資対象とはならない活動の一覧表をいいます。

	ロジック

	IFD 23
	 [23.1] で「織り込んでいる」と回答すると、[23.2]および[23.3] が適用されます。 

	評価

	IFD 23
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[23.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「織り込んでいない」
	
	

	
	はい、一部の包括的金融投資先に織り込んでいる
	
	

	
	はい、大部分の包括的金融投資先に織り込んでいる
	
	

	
	はい、すべての包括的金融投資先に織り込んでいる
	
	




考えられる取り組みの例:
腐敗防止のための実務慣行の導入を推進する。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 24
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 4



	IFD 24
	指標

	IFD 24.1
	あなたの組織では、腐敗防止ポリシーを策定しているかどうかを明示してください。

	
	 はい、策定のうえ公表している
 はい、策定しているが、公表はしていない
 策定していない

	IFD 24.2
	組織では、内部告発ポリシーを策定しているかどうかを明示してください。

	
	 はい、策定のうえ公表している
 はい、策定しているが、公表はしていない
 策定していない

	IFD 24.3
	投資先が腐敗防止ポリシーを策定しているかどうかをデュー・ディリジェンス・プロセスの一環として精査しているかどうかを明示してください。

	
	 精査している
	 精査していない

	IFD 24.4
	投資先が内部告発ポリシーを策定しているかどうかをデュー・ディリジェンス・プロセスの一環として精査しているかどうかを明示してください。

	
	 精査している
	 精査していない

	IFD 24.5
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 24
	説明

	IFD 24.5
	例えば、腐敗防止ポリシーの導入・実施を推進している場合には、どのように推進しているかを説明してください。

	評価

	IFD 24
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[24.1および24.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	腐敗防止ポリシーまたは内部告発ポリシーのいずれも策定していない
	
	

	
	腐敗防止ポリシーまたは内部告発ポリシーのいずれかを策定している
	
	

	
	腐敗防止ポリシーおよび内部告発ポリシーの両方を策定している
	
	

	
	腐敗防止ポリシーおよび内部告発ポリシーの両方を策定しており、かつ、それらを公表している 
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	セクション

	[bookmark: _Toc368050687][bookmark: _Toc466638864]PIIFの原則 5: 透明性



考えられる取り組みの例:
各種ポリシー、基準および商品・サービスに係る関連諸条件のすべてを投資先およびその他関連ステークホルダーに開示する

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 25
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 5



	IFD 25
	指標

	IFD 25.1
	あなたの組織では、どのようにして、その使命および投資目標をステークホルダー（例えば、投資先、投資家）に周知徹底しているかを明示してください。

	
	 公表している; その場合には、URL:_____________を記載してください
 主要なステークホルダーのみ
 要請があった場合のみ

	IFD 25.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 25
	説明

	評価

	IFD 25
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[25.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	回答なし
	
	

	
	要請された場合のみ、使命および投資目標を提示している
	
	

	
	主要なステークホルダーにのみ、使命および投資目標を提示している
	
	

	
	使命および投資目標を公表し周知徹底している
	
	



考えられる取り組みの例:
各種ポリシー、基準および商品・サービスに係る関連諸条件のすべてを投資先およびその他関連ステークホルダーに開示する

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 26
	必須 
	コア評価
	PIIF 5



	IFD 26
	指標

	IFD 26.1
	PRI/PIIFの他に、あなたの組織が業界基準に準拠した情報を投資家や一般公衆に提供しているかどうかを明示してください。

	
	 提供している
	 提供していない

	IFD 26.2
	以下のガイドラインに沿った情報を提供していますか:

	
	  MIV情報開示ガイドライン
 はい、投資家のみに提供している
 はい、公表している
    インパクト報告および投資基準（Impact Reporting & Investment Standards、IRIS）
 はい、投資家のみに提供している
 はい、公表している
    その他（具体的に記入してください）__________
 はい、投資家のみに提供している
 はい、公表している

	IFD 26.3
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 26
	説明

	IFD 26.1
	MIV情報開示ガイドラインでは、マイクロファイナンス投資機関/事業体（定義およびガイダンスについては付属資料1を参照してください）が開示できる標準的な指標を提供しています。情報開示には、法律情報、投資戦略、財務業績およびESGポリシーを評価するためのいくつかの指標など、MIVのプロファイルに関する情報が含まれています。MIV情報開示ガイドライン一式については、 http://www.cgap.org/gm/document-1.9.47636/CG_MIV_Rev.pdfを参照ください。
インパクト報告および投資基準（Impact Reporting & Investment Standards（IRIS））は、組織の社会的パフォーマンスおよび環境パフォーマンスを説明する共通の言語です。IRISでは、組織がその影響を報告する際に使用する独立した信頼できる指標を提供しています。IRISの指標は多岐にわたるパフォーマンス目標を扱っており、その中には、金融サービスなどの各種セクターに特化した指標もあります: http://iris.thegiin.org/.

	IFD 26.3
	例えば、該当する場合には、組織では特定のいずれかの業界基準や指標を優先的に使用しているかどうか、およびこの報告の対象となっている資産の割合を記載してください。

	ロジック

	IFD 26.2
	[IFD 26.1] において「提供している」を選択すると、[IFD 26.2] が適用されます。

	評価

	IFD 26
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[26.1および26.2]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「提供していない」
	
	

	
	「はい、投資家のみに提供している」
	
	少なくとも一つの基準またはガイドラインに準拠している

	
	「はい、公表している」
	
	少なくとも一つの基準またはガイドラインに準拠している


考えられる取り組みの例:
投資先が提供している金融商品・サービスの価格設定や契約諸条件を適切に開示しているか、その価格設定や契約諸条件を顧客が理解しているかを確認する
























	IFD 27
	指標

	IFD 27.1
	投資先であるリテール機関が、以下の情報を透明性をもって、かつ、顧客（即ち、当該機関の金融サービスを求める人々）が理解できるような方法で十分に説明を尽くすよう促しているかどうかを明示してください。

	
	価格設定 

	
	 促している
	 促していない

	
	その他の契約諸条件

	
	 促している
	 促していない

	IFD 27.2
	価格設定について顧客の理解を確実に得るためどのようにして万全を図っているかを明示してください、また、その具体例を記載してください。

	
	

	IFD 27.3
	その他の契約書条件について顧客の理解を確実に得るためどのようにして万全を図っているかを明示してください、また、その具体例を記載してください。

	
	

	IFD 27.4
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 27
	説明

	IFD 27.1
	例えば、透明性の高い価格設定を促す方法には、融資について定率法を採用するよう投資先に働き掛けることや、投資先に適用される金利（APR、実効利率）および全ての追加手数料を機関のウェブサイトおよび融資契約書で開示するよう働き掛けることなどが挙げられます。



	LOGIC

	IFD 27
	[IFD 27.1] の価格設定において「促している」を選択すると、[IFD 27.2] が適用されます。
[IFD 27.1] のその他の契約諸条件において「促している」を選択すると[IFD 27.3] が適用されます。



	評価

	IFD 27
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[27.2および27.3]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	両方とも「図っていない」
	
	

	
	いずれかの回答が「図っている」
	
	

	
	両方とも「図っている」
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	セクション

	[bookmark: _Toc368050688][bookmark: _Toc466638865]PIIFの原則 6: バランスの取れたリターン



考えられる取り組みの例:
顧客、リテールプロバイダーおよび投資家の利益を意識した社会的リスクおよび財務リスク調整後のバランスの取れた長期的リターンの実現を目指す。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 28
	必須 
	コア評価
	PIIF 6



	IFD 28
	指標

	IFD 28.1
	投資先の社会的パフォーマンスが以下の項目に影響を及ぼしているかどうかを明示してください。

	
	投資の意思決定

	
	 影響を及ぼしている
	 影響を及ぼしていない

	
	ポートフォリオ管理

	
	 影響を及ぼしている
	 影響を及ぼしていない

	IFD 28.2
	投資先の社会的パフォーマンスが投資の意思決定にどのような影響を及ぼしているかを説明してください。

	
	

	IFD 28.3
	投資先の社会的パフォーマンスがポートフォリオ管理にどのような影響を及ぼしているかを説明してください。

	
	

	IFD 28.4
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 28
	説明

	ロジック

	IFD 28
	[18.1] において、社会的パフォーマンス報告用ツール（社内や外部で開発されたツール）を利用していると回答すると、この指標が適用されます。 
指標内:
[28.1] において、投資の意思決定に「影響を及ぼしている」と回答すると、[28.2] が適用されます。
[28.1] においてポートフォリオ管理に「影響を及ぼしている」と回答すると、[28.3] が適用されます。

	評価

	IFD 28
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[28.2および28.3]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	両方とも「影響を及ぼしていない」
	
	

	
	いずれかの回答が「影響を及ぼしている」
	
	

	
	両方とも「影響を及ぼしている」
	
	



考えられる取り組みの例:
顧客、リテールプロバイダーおよび投資家の利益を意識した社会的リスクおよび財務リスク調整後のバランスの取れた長期的リターンの実現を目指す。


	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 29
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 6



	IFD 29
	指標

	IFD 29.1
	組織のスタッフを対象に包括的金融における責任投資に関連する金銭的なインセンティブまたは業績目標が設定されているかどうかを明示してください。 

	
	 設定されている
	 設定されていない

	IFD 29.2
	補足情報 

	
	



	IFD 29
	説明

	ロジック

	IFD 29
	[18.1] において、社会的パフォーマンス報告用ツール（社内や外部で開発されたツール）を利用していると回答すると、この指標が適用されます。 

	評価

	IFD 29
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は[29.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答	
	スコア・レベル
	詳細

	
	「設定されていない」
	
	

	
	「設定されている」
	
	




考えられる取り組みの例:
顧客、リテールプロバイダーおよび投資家の利益を意識した社会的リスクおよび財務リスク調整後のバランスの取れた長期的リターンの実現を目指す。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 30
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 6



	IFD 30
	指標

	IFD 30.1
	組織では、投資先が行う業務の社会的な成果に関してデータを収集しているかどうかを明示してください。

	
	 収集している
	 収集していない

	IFD 30.2
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 30
	説明

	IFD 30.1
	成果とは、投資先のプログラムまたは活動自体およびそれらから直接生み出されるものを除外した、プログラムまたは活動から生じるであろうと意図した実績、効果または結果をいいます。例としては、アウトカム研究のための顧客所得調査結果の収集または貧困緩和状況をモニタリングする貧困脱出指標（Progress out of Poverty index（PPI））の活用などがあります。データ収集および分析は、直接でも第三者経由でも構いません。

	IFD 30.2
	例えば、組織が収集する社会的成果の種類について詳しく説明してください。

	ロジック

	IFD 30
	[18.1] において、社会的パフォーマンス報告用ツール（社内や外部で開発されたツール）を利用していると回答すると、この指標が適用されます。

	評価

	IFD 30
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[30.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「収集していない」
	
	

	
	「収集している」
	
	



考えられる取り組みの例:
顧客、リテールプロバイダーおよび投資家の利益を意識した社会的リスクおよび財務リスク調整後のバランスの取れた長期的リターンの実現を目指す。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 31
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 6



	IFD 31
	指標

	IFD 31.1
	組織では、社会的パフォーマンスを追跡するよう投資先に報奨金等を設定し奨励しているかどうかを明示してください。

	
	 奨励している
	 奨励していない

	IFD 31.2
	組織では、社会的パフォーマンスを追跡するよう投資先に奨励するにあたって、どのようなインセンティブを設定しているかその内容を説明してください。

	
	

	IFD 31.3
	補足情報 
[任意]

	
	



	IFD 31
	説明

	IFD 31.2
	例えば、債券投資家については、環境上、社会的またはガバナンス上のパフォーマンスがプラスである場合には、割引金利が利用可能となっていますか？

	ロジック

	IFD 31
	[18.1] において、社会的パフォーマンス報告用ツール（社内や外部で開発されたツール）を利用していると回答すると、この指標が適用されます。 
[31.1]で「奨励している」と回答すると、[31.2]が適用されます。

	評価

	IFD 31
	最大スコア: ★ 3つ 
この指標は、[31.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「奨励していない」
	
	

	
	「奨励している」
	
	





	セクション

	[bookmark: _Toc368050689][bookmark: _Toc466638866]PIIFの原則 7: 諸基準



考えられる取り組みの例:
ネットワークに参加し、ツール、情報およびリソースを共有する。  

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 32
	必須 
	コア評価
	PIIF 7



	IFD 32
	指標

	IFD 32.1
	以下の協働的イニシアチブの中で、あなたの組織が支援または参加しているイニシアチブ、および組織が担う役割を選択してください。 

	
	 包括的金融投資原則（Principles for Investors in Inclusive Finance (PIIF)）

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	
	スマート・キャンペーン

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	
	ソーシャル・パフォーマンス・タスクフォース

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	
	ファイナンシャル・インクルージョン・エクィティ・カウンシル (Financial Inclusion Equity Council) (旧CMEF)

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	
	欧州マイクロファイナンス・プラットフォーム (eMFP)

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	
	グローバル/インパクト投資ネットワーク（GIIN）

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	
	その他のネットワーク、協会会員、ならびに包括的金融の推進に関連する特定の連携・提携; 具体的に記載してください＿＿＿＿＿ 

	
	 支援または参加している
 基本的な役割
 中程度の役割
 高度な役割
 支援も参加もしていない

	IFD 32.2
	組織が上記のいずれかに関与していたと答えた場合には、その内容を簡潔に説明してください。
[任意]

	
	

	IFD 32.3
	補足情報
[任意]

	
	



	IFD 32
	説明

	評価

	IFD 32
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[32.1]への回答に基づいて評価されます。この指標では、協働的イニシアチブへの署名者の関与度を評価します。数多くの組織やイニシアチブに関与するよりも、関与レベルが高い方が高い評価を受けることになります。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	すべて「支援も参加もしていない」
	
	

	
	いずれかのイニシアチブにおいて基本的な役割 
	
	

	
	いずれかのイニシアチブにおいて中程度の役割
	
	

	
	いずれかのイニシアチブにおいて高度な役割
	
	



	IFD 32
	定義

	基本的な役割
	これらの活動の少なくとも1つが組織に該当する場合に、このカテゴリを選択してください。
· イニシアチブに参加または登録している 
· 参加者としてカンファレンスに出席している
· イニシアチブが組織した、進捗を報告する1つまたは2つの会議に出席したことがある

	中程度の役割
	これらの活動の少なくとも1つが組織に該当する場合に、このカテゴリを選択してください。
· イニシアチブの公式スポークスマンの一社として、その時々に、活動を行った 
· 方針説明書および共同声明の作成を通じ、イニシアチブの推進にある程度関与した
· 団体またはイニシアチブが組織したイベントの内容に貢献した  

	高度の
役割
	これらの活動の少なくとも1つが組織に該当する場合に、このカテゴリを選択してください。
· 方針説明書や共同声明の作成を通じ、イニシアチブにおいて主導的な役割を担った
· イニシアチブの公式スポークスマンの一社として日頃から行動するとともに、イニシアチブを積極的に推進した
· 会員としての基本的な要件・義務を超えて、イニシアチブに対して運営上、コンテンツ開発上ならびに財政上の重要な支援を行った




考えられる取り組みの例:
ネットワークに参加し、ツール、情報およびリソースを共有する。

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 33
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 7



	IFD 33
	指標

	IFD 33.1
	あなたの組織では、投資先が以下の団体・イニシアチブのメンバーとなる/それらを支持するよう働き掛けを行っているかどうかを明示してください。

	
	ソーシャル・パフォーマンス・タスクフォース

	
	 行っている
	 行っていない

	
	報告年度において、組織では、どのようにして投資先での導入・実施を支援している（直接か第三者経由かを問わず）のかを説明してください。

	
	

	
	組織の包括的金融自己運用投資ポートフォリオの割合として、投資先の何パーセントがこの団体のメンバーとなっているか/団体を支持しているかを明示してください。

	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 この情報を追跡していない

	
	スマート・キャンペーン

	
	 行っている
	 行っていない

	
	報告年度において、組織では、どのようにして投資先での導入・実施を支援している（直接か第三者経由かを問わず）のかを説明してください。

	
	

	
	組織の包括的金融自己運用投資ポートフォリオの割合として、投資先の何パーセントがこの団体のメンバーとなっているか/団体を支持しているかを明示してください。

	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 この情報を追跡していない

	
	その他のネットワーク、協会会員、ならびに包括的金融の推進に関連する特定の連携・提携; 具体的に記載してください＿＿＿＿＿

	
	 行っている
	 行っていない

	
	報告年度において、組織では、どのようにして投資先での導入・実施を支援している（直接か第三者経由かを問わず）のかを説明してください。

	
	

	
	組織の包括的金融自己運用投資ポートフォリオの割合として、投資先の何パーセントがこの団体のメンバーとなっているか/団体を支持しているかを明示してください。

	
	 20%未満、  20-40%、  41-60%、  61-80%、  80%超
 組織では、この情報を追跡していない

	IFD 33.2
	補足情報 
[任意]

	
	

	IFD 33
	説明

	IFD 33
	マイクロファイナンスにおける責任投資イニシアチブのマップについては、 http://www.unpri.org/wp-content/uploads/RIinitiativesinmicrofinance.pdfを参照ください。付随説明は、 http://www.unpri.org/wp-content/uploads/2012-11Reponsibleinvestmentinitiativesaccompanyingbriefing.pdfに掲載されています。 

	評価

	IFD 33
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[33.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「行っていない」
	
	

	
	上記のいずれかについて「行っている」
	
	




考えられる取り組みの例:
改善に向けたインセンティブとしてベンチマーク設定の推進に貢献する。  

	
	指標のステータス
	目的
	原則

	IFD 34
	自主開示 
	追加評価
	PIIF 7



	IFD 34
	指標

	IFD 34.1
	あなたの組織では、投資先に対し、業界ベンチマークの策定に寄与するイニチアチブに参画するよう働き掛けを行っているかどうかを明示してください。 

	
	MIXマーケット

	
	 行っている
	 行っていない

	
	組織では、どのような措置を講じているか、およびMIX社会的パフォーマンス指標に照らして報告を行うよう働き掛けを行っているかどうかを説明してください。

	
	

	
	MFトランスぺアレンシー（MFTransparency）

	
	 行っている
	 行っていない

	
	どのような措置を講じているかを記載してください。

	
	

	
	社会的パフォーマンス測定に係る普遍的な基準

	
	 行っている
	 行っていない

	
	どのような措置を講じているかを記載してください。

	
	

	
	その他（具体的に記入してください）___________

	
	 行っている
	 行っていない

	
	どのような措置を講じているかを記載してください。

	
	

	IFD 34.2
	補足情報 
[任意]

	
	





	IFD 34
	説明

	IFD 34
	MIXの主な目的は、データ収集および分析を通じて、マイクロファイナンス業界の透明性を高めることにあります。この目的を達成するため、MIXでは、財務および経営データから社会的パフォーマンス、商品および資金構造に関するデータに至る、MFIに関する各種データを紹介しています。MFIでは、自主的に、MIXにデータを提供しており、MIXのダウンロード可能なデータ様式（複数の言語が利用可能）を使って、これらのデータを提出することが出来るほか、必要とされる情報（即ち、各種格付け、アニュアルレポート、ドナー/投資家向けレポートおよび監査報告書）を既に含む可能性のあるレポートを送付することができます。MFIは、また、 主要な社会的パフォーマンス指標データを提出することもできます。
MFトランスぺアレンシーでは、マイクロファイナンス業界が、融資商品の正当な価格に関してオープンかつ透明性の高い業界となるとともに、明確かつ継続的に情報を提供していくよう、当該業界に働き掛けています。MFトランスペアレンシーでは、融資の価格設定に関するデータを収集のうえ公表し、投資家およびその他業界のステークホルダーが適切な比較を行うことができるよう支援しています。グローバル・トランスペアレンシー・プライシング・イニシアチブを通じて、すべての種類のマイクロファイナンス・サービスプロバイダー（NGO、銀行および協同組合等）は、マイクロ融資価格設定データを提出することで、このイニシアチブに参加することができます。また、国別で運営を行っており、データが各マーケットの大部分を示すようになるまではいずれの国であってもデータの公表は行わないことにしています。2012年現在、MFトランスペアレンシーでは、以下の国々に関するデータを保有しています: アゼルバイジャン、ボリビア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、カンボジア、コロンビア、エクアドル、エチオピア、ガーナ、インド、ケニヤ、マラウィ、モザンビーク、フィリピン、ルワンダ、タンザニア、ウガンダおよびザンビア。未だ対象となっていない国々のMFIについては、MFトランスペアレンシーでは、徹底した分析の後に、正式な価格設定証明書を提供することができます。
業界との広範な協議を通じて策定され、2012年に公表された、SPTFの社会的パフォーマンス管理に係る普遍的な基準（Universal Standards for Social Performance Management） は、ダブルボトムライン（財務的評価と社会的評価の両方）を追求する全てのマイクロファイナンス機関に適用される一連の管理基準です。これらの基準を満たすことは、その機関が「強固な」社会的パフォーマンス管理（SPM）実務を確立していることを示すことになります。これを達成するために、各機関では、
1. 社会的目標を規定しその進捗状況をモニタリングし;
2. 取締役会、経営陣および従業員が社会的目標の達成に全力で取り組むことを保証し;
3. 責任をもって顧客に接し;
4. 顧客のニーズおよび選好を満たす商品、サービス、提供モデルおよびチャネルを考案し; 
5. 従業員を責任をもって処遇し;そして
6. 財務業績（パフォーマンス）および社会的パフォーマンスの間でバランスを取る必要があります。
これらの基準は、自主的かつ野心的なものですが、各MFI（特にSPTFメンバー）は、これらの基準を使って、戦略を適切な方向に導き、より強固な社会的パフォーマンス管理を達成するとともに、社会的パフォーマンスを自主的に管理するよう奨励されています。

	評価

	IFD 34
	最大スコア: ★ 3つ
この指標は、[34.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「いいえ」
	
	

	
	「はい」、上記のいずれかを行っている
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